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われわれのグループでは、郡山で実施され

ているMEXT/FUTURE-PV Innovation事業の

一環として、波長スプリッティング太陽電池

の開発を行っている。今回は、InGaP//Si 波長

スプリッティング太陽電池の屋外発電特性

を報告する。また、これまで計測を行ってき

た InGaP//GaAs 系との比較を行う。 

図 1 は屋外発電特性の計測に用いた二軸

追尾架台である。非集光ならびに低倍率集光

波長スプリッティング太陽電池を設置する

ボックス、法線面日射、法線面分光特性や直

達日射を計測する装置から構成されている。

太陽電池が設置されているボックス内には、

カット波長 630nm の波長スプリッター（光

学フィルター）、InGaP トップセル（シャープ

製）、Si ボトムセル(カネカ製)が設置されて

いる。また、各セルの位置での日射強度を測

定するため、小型の日射計を設置可能な構造

となっている。低倍率集光には凹面鏡を用い

ている。集光倍率は太陽電池を設置する位置

を変化させることで 1sun~5suns くらいの範

囲で調整可能である。今回の測定に際しては、

InGaP に対しては 2.7 suns、Si に対しては   

2.5 suns 程度となっている。 

InGaP//Si 系の代表的な屋外発電特性を図

2 に示す。日中を通して変換効率 25%~26%

の変換効率が得られている。この変換効率の

計算に際しては、InGaP からの出力と Si か

らの出力の合計を法線面全天日射計の値で

割算して求めているが、太陽電池が設置され

ている位置では太陽の放射強度は全天日射

強度の 83%程度となっている。したがって測

定ボックスに起因する太陽光強度の損失を

補正すると、変換効率は 30~31%となること

がわかった。 

これらの測定結果は、前回報告した

InGaP//GaAsの変換効率 22%程度を大きく上

回るものである。 

また InGaP//Si 低倍率集光系では、測定ボ

ックスによる損失を補正しない状態で 27%

程度の変換効率となった。 

 
図１Two-axis tracking outdoor power generataion 

measurement stand. 

 

 
図 2 Outdoor performance of InGaP//Si spectrum 

splitting solar cell (H28.11.18). 
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